
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイパル救助隊！ 
～もしもの時、君にできること～ ネイパル砂川 

チームで協力していろいろなミッションに挑戦しよう！ 

１ 事業のねらい 

災害時に起きるであろう事柄を体験する活動を通し
て、防災に対する意識を高め、災害発生時に自他を守る
力を養う場にするとともに、避難者を助けたり避難所運
営の補助をしたりできるような、災害時にリーダーシッ
プを発揮できる素地を養う。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R７.１.10(金)～11(土) １泊２日 

■対象 小学４年生から小学６年生 

■人数 31 名  

■場所・ネイパル砂川 

３ プログラム 
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４ ねらいを達成するための活動の工夫 

■避難所を想定した環境づくり 
・館内の電灯を使用しないことで「災害後に停電している」状況を作
り、避難所に非難してきた状況を体験させながらそれぞれの活動に
取り組んだ。 

■災害時に活用できる活動内容 
・即席担架づくりや雪崩に巻き込まれた人の捜し方など、災害時に活
用できる体験を活動の中心とした。 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

●事業後のアンケートでは、９割以上の参加者が「災害が起きても正し
い行動をすることができる自信がついた」または「まあまあついた」
と回答している。電灯がつかない状態を体験することや、身の回りの
道具でけがの手当てを行うプログラムを行うことで、正しい行動をす
る自信につながったと考えられる。 

〇準備や想定が不足していたことなどから、各活動の進行にスムーズさが欠
けた場面が見られた。それにより、参加者に不要な待ち時間ができたり、
活動がうまく進まずに疲れさせたりして、効率的な学びにならない恐れが
あることから、スタッフ打合せや活動準備を通して活動イメージの共有を
図り、効率的かつ効果的な学びとなるように事業を進行する必要がある。 

５ 事業の評価 

■参加者アンケートから 
すべての項目について、ポジティブな変容をした参加者が10名近くいる。この

事業を通して防災についての知識を身に付けることができたと考えられる。また、
他の項目についても、避難所設定の２日間を体験することで災害時に対応する
ための自信がついて、上昇したのではないかと考えられる。 
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＜活動１＞ミッション１ クイズに挑戦！君はいくつとけるかな？ 
＜活動２＞ミッション２ 仲間と協力して活動本部をつくれ！  
＜活動３＞ミッション３ 食事を用意！身の回りの道具でカレーをつくろう！ 
＜活動４＞ミッション４ 指令をクリアして救助のワザを身に付けよう！ 
＜活動５＞ミッション５ 実践訓練！雪に埋まった物を救出せよ！ 

カレーづくりの様子 

雪に埋まった物を救助せよ！ 


